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横浜商品取引所（横浜商取）は2002年12月  

16日、「国際生糸」市場で、日本初のドル建て  

取引を開始しました。国外、国内の先物・現  

物関係者の意向に応える形でスタートしたも  

ので、その成否によって、商品先物市場の真  

の国際化が試されます。同時に、国内の他の  

取引所への影響が広がっていきそうです。  

とはいえ、ドル建てを推進した関係者が「蛮  

勇が必要だった」「無謀だったかな」ともらす  

ほど、大変な準備作業と見通し難が伴いまし  

た。2001年6月に商品取引員、関係団体」監  

査法人、銀行などの委員で構成する「外貨建  

て先物市場に関する検計会」を発足させ、  

2002年1月には「外貨建て取引等に関する特  

別委員会」をつくり、詳細に問題点を洗い出  

して対策を練り、ようやく実現にこぎつけま  

した。   

早期の実施を目指したので、法令の改正な  

しでできる道を探った結果、定款、業務規程、  

受託契約準則に新たな項目を設けて細かく書  

き込む必要がありました。主務省の農林水産  

省の強力な後押しを受けて、「農水省と二人三  

脚で仕上げた」（横浜商取）とのことです。   

2002年12月16日に、2003年12月限（12月決  

済物）が新ボ発会（＝取引開始）し、初値は  

1キログラム16ドルでした。次いで2003年  

規上場したのは2000年5月でした。標準品を  

中国産生糸、供用品をすべて外国産生糸とし、  

1 受獲場球数萄軒二上級J、草鞋と轢疾し神戸の 1‘・●－′  

保税倉庫とする日本初で唯一のオフショア市  

場ができ、ました。・これをドル建てにして中国  

を筆頭とする生産国や欧州健はじめとする需  

要国のシルク関係者が取引に参入七やすくす  

るのは自然な流れだったわけです。  

2月に2004年2月限  

が発会しました。   

今後、順次、隔月で  

2004年の偶数月の限月  

が増えて、2003年10月  

に6限月がそろいます。  

それまでは円建ての限  

日とドル建ての限月が  

併存しますが、2003年  
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10月限で円建て取引は  

■ 終了し、ドル建て1本  
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米ドル分離保管なざに撃篭る圃軍？イ鱒な  
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利便ほ1口」上、  協力国で養蚕・製革が行われ  
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年間100万匪  

ン）以上の生糸生産があります0主な生産国  

。  
1は中国、インド、タイ、ベトナムなどで、需   

要国は中国、日本、インド、ヨーロッパなど   

全世界にわたっていますよ鮎J＼1」  

生糸の現物市場（SpotMarket）は、中国   

の嘉興、フランスのリヨン、インドのバンガ   

ロールにありますが、先物取引市場は横浜の   

みです。世界に向けて価格情報を発信し、市   

場が成長する基盤は十分にあります云ニe王家  

は繭1離馳挙げ  
攣閻■長こ雫でこミ畢で1  

①海外の投資家やシルク関係者の利便性の向   

上 海外からの取引参加者にとって、為替  

リスクを回避できます。  

②国際市場への発展 米ドルは世界の基軸通   

貨です。米ドル価格表示によって得られる   

価格指標性によって、市場利用が増大して   

国際的市場への発展が見込めます。  

③為替利益の獲得機会 居住委託者にとって、   

先物取引による利益獲得機会と為替利益の   

獲得機会が生じます。  

④商品取引員のフィービジネスの展開 商品   

取引員にとって、委託者から依頼を受けて、  

「円をドル、ドルを円」に交換するフィービ   

ジネス（両替商業務）の展開が期待できます。  
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一方、デメリットとしては、次の3点があ  

ります。’㌻こ■Jふ伍盲哨喪トJ±  

①為替差損の発生 居住委託者にとって、為   

替差損が発生した場合には先物取引の利益   

が減少します∴（奉賛差由を回避する手段と   

して為替オプションの購入などの方法があ   

ります）。ン丁小■・二昭漸碑促赫■こL宣H＼  

②米ドルの送金手数料や両替手数料の発生   

現状の国内金融システムでは、ドルによる   

委託証拠金の預託や場勘定の資金決済につ   

いては、円による場合よりも送金手数料が   

割高で、時間もかかっています。  

③ドル建て取引と円建て取引の区分管理に係   

る新たな事務処理の発生 委託証拠金の区   

分管理、売買報告書、売買計算書、残高照   

合通知表の区分発行、法定帳簿の区分管理、  
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仰7「ノし¶ 勿t－おける眉国通貨以外による  

取引は、フルゼンチン商品取引所のトウモロ  

コシ、大豆、小麦、ブラジル商品取引所のコ  

ーヒー、綿花、大豆、牛など、アムステルダ  

ム取引所の金、銀。  ■   

シンガポール商品取引所のゴム、占こヒー、  

シンガポール取引所のブレント原油、ロンド  

ン国際石油取引所のブレント原油、ガスオイ  

ル、ロンドン金属取引所のアルミ、銅、鉛、  

ニッケル、銀など、ロンドン国際金融先物取  

引所のコーヒー、砂糖の例があります。いず  

れも米ドル建てです。これらに日本も続こう  

としています。   

横浜商取は2000年5月の国際生糸の上場  

に続いで細01年5月には日本初の野菜先物  

として、食用馬鈴しょを「横浜じゃがいも」  

の呼称で上場しました。今年も2番目の野菜  

上場を計画しています。また、「ドル建ては国  

際生糸で終わりではない」といい、アジア特  

産品のパーム油、コショウをドル建てで上場  

することを目指しています。  
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